


















は じ め に
京都大学東南アジア研究センター所長 岩 村 忍
京都大学東南アジア研究 センターは、1963年1月に学内措置 とし
て設置され、同年4月 から東南 アジア研究第1期5力 年計画にとり
かか った。1965年4月、東南アジアの総合的地域研究を推進す る組







中間報告が掲載 されている。養成計両として、インドネシア ・フ ィ
リピン・カンボジアに1名 ずつ留学生を派遣 した。交流計画 も幅









生物相調査のチームを送 るが、 主として第1期 計画の とりまとめ
と、調査報告の出版に全力をそそぎたいと思 う。
今日まで計面がほぼ予定 どお り進行 しえたのは、内外の関係者の





調 査 研 究 事 業




1現 地 調 査
A社 会 科 学 部 門
1.タイ地 域 調 査
村落調査は1966年度で終了した。2ヵ 年にわた りビルマ国境のカレン族の現













溜池良夫教授 と川又良也教授(法 学部)は3月 か ら1ヵ月聞タイ ・マレーシァ
・フィリピン・イン ドネシアにおいて、比較研究の資料を収集 した。
























(1)非鉄金属資源 な らびに その製錬 にかんす る研究
本主題 について1964年に タイ ・マレー シァ で調 査 を行な った森 山徐一郎教
授(工 学部)は 、本年度10月、 ふたたび マレー シアにお もむ き、スズの製錬に






まず タイのメナム沖積平原をとりあげた高谷好一研究生(工 学部)は、8月 い
らい、チュラロンコーン大学を基地として現地調査を続けている。




本年度は久馬一剛助手(農 学部)と ともに11月か ら翌2月 にかけ、東パキスタ
ン・カンボジアにおいて、調査を行なった。この研究の一環 として、松尾嘉郎














8～9月 に、タイ ・マラヤ ・カンボジアの水稲につい
て、 ア ミノ酸代謝を 中心とした 研究を行 な うととも
に、福井大学院学生の研究を指導 した。
(3)水稲 の病害 にか んす る研究
1965年度 に タイ ・マレーシア ・カ ンボ ジアにおいて、
主 として出穂前 の病 害 を研究 した赤井重恭 教授(農 学
部)は 、本 年度 は11月に、 タイ ・マラヤ ・フィ リピン
で 出穂 後の病害 を調査 した。
(4)'農業水利にかんする研究
冨士岡義一教授(農学部)は海田能宏大学院学生(農












南 方材 の輸入 がわが国に とって非常に重 要になって
きてい る事情にかんがみ、貴 島恒夫教授(木材研究所)
は、10～11月に タイ ・マレー シアで木 材生産利 用状況
を予察 し、あわせて クアラル ンプールにおけ るマレー
シア木 材利用会議 におい て講演 した。
チ ャイナー トのかんがい用取水堰(タ イ)
共同作業による村の堰つくり(タイ東北部〕
皿 研 究 例 会
1966年度においては、第96回か ら第119回にいたる計24回の研究例会が開催
された。
皿 調査 研究計 画 の ための 予備 調査
京都大学横田実事務局長は中村賢二郎庶務課長とともに1967年2月、 タイ ・
カンボジアに赴き、東南アジア研究センターの活動状況を視察した。
IVバ ンコ ク連絡 事 務所
1966年度のバンコク連絡事務所の運営には石井米雄助教授があたった。日本
か らはもちろん、諸外国の訪問者が累年増加 してきた。




1966年度の留学生 として下記3名 が東南アジア諸国へ派遣 された。
法 貴 誠 大学院学生(農 学研究科)
農業機械学専攻 国際稲作研究所(フ ィリピン)
野 口 英 雄 大学院学生(工 学研究科)
建築学専攻 バンドン工科大学(イ ン ドネシア)




水 野 浩 一(東 南 アジア研究センター研修員)
坪 内 良 博(交 学部研修員)
ただ し、1966年5月1日づけで東南アジア研究センター助
手に採用のため、4月 末で打ち切 られた。
高 谷 好 一(工 学部研究生)
8
水祭りの行列(タイ北部〉
交 流 事 業
1.シ ン ポ ジ ウ ム
セ ンター主催第3回国内 シ ンポジウムと して、「東南 アジア医学 シンポ ジウム」
が、10月1～2日、京 都会館 において、厚生省、 海外技術協 力事業団 との共催 の
下 に開か れた。 この シンポ ジウムには、 全国関係 機関か ら、約100人の専門家
が あつ ま り、寄生虫、 ウイルス性疾患、性病、結 核の4部 会 に分か れて熱心 な




(仮題)が Symposium Series No. 4










Dr.SaulRose(オ ク ス フ ォー ド大 学)
Dr.RobertF,Chandler(国際 稲 作 研 究 所 長)
Dr.UngkuA,Aziz(マ ラ ヤ 大 学 経 済 学 部 長)
Dr.SumantriBrodjonegoro(イン ドネ シ ア 大 学 総 長)
3.東南 アジア研 究 センターか らの海外学会 な どへの 出席
岩村所長 は、1966年3～4月 渡米 し、HRAF理 事会 に出席す るとと もに、
フォー ド財 団を訪れ、 またイ ンデ ィアナ大学 な ど諸大学、研 究機関 を訪 問 して
研究交 流な どにつ き意見 の交換 を行 な った。
西 占貢教授(医 学部)は 、1966年1月に、 イ ン ドのアグ ラにおけ るアジァ救
ライ協会 主催 の国際 ライ学会 に 出席 した。
1966年12月に はビルマ問題 の世界 的権威で あ るニューヨー ク大学 のFrank
Trager博士 を招聰 して ビル マ問題 にか んす る特 別講演を依頼 した。
また タイ国NationalResearchCouncilのBoonthomDhamcharee女史 を




京 大附 属図書館 に1965年7月HRAF室 を匪設 してい らい、利用者が ち くじ
増 えて きた。
2.セ ンター図書資料室
研究計画 の進展 に とも.ない、東南 ア ジア関係 の図書資料 の収集 をはか ってい
る。

















3.季刊 「東南 ア ジア研究』
第4巻 第1～5号 計5冊 が出版 された。
4.所報
『東南 アジア研 究 センタ・一所報1965/1966』が 日英両文で刊行 された。
金曜日に村のモスクにあつまる人々(マラヤ北西部)
10
タ イ と マ ラ ヤ の 婚 礼
タ イ南 部 イス ラム教 徒 の婚礼





























調 査 研 究 事 業
























物相は、近隣の地域以上に詳 しく知 られ ることにな り、今後の植物学の進展の
ために重要な基礎資料を提供することになる。
2.メナム沖積平原の形成過程にかんする研究





より1963～4年のタ・f国の調査い らい、昨年までにカンボジア ・タイ ・セイロ
ン ・東パキスタンで調査をすすめた。本年度は川口教授、久馬助手、古川久雄
助手(農学部)に よって1967年12月か ら1968年2月にかけイン ド東部の主要稲
作地域の調査を行な う。すなわち、対象地域内において水稲生育パターン、収












H第2期 計 画 のため の予 備調 査
第2期5力 年計画をすすめるため、東南アジア諸国
に約7名 の関係者を短期間派遣 し、実情調査 ・資料収
集にあたるとともに、政府機関 と交渉す る。
IHバン コ ク連 絡事 務所
バ ンコク連絡事務所をひきつづ き運営す る。本年度
は、福井助手が責任者 となる。












2.奨励 金 受給 者
1967年度研究奨学生として、つぎの2名 が採用され
た。
高 谷 好 一(工 学部研究生)
三 谷 恭 之(文 学部研修員)
交 流 事 業
1.シ ン ポ ジ ウ ム
1967年6月24～25日に、 センターが派遣 した農学関
係 者を集 めて、 「東南 ア ジア農業 技術」 にかんす るシ
ンポ ジウムを行 ない、農業技 術改良 の問題点 とその対
策 を明 らか にす る。
また12月下旬 には、 「東南 ア ジア農業開発」 の経済
的側面 にっいて、 フ リーな討議 を目的と して、10人ば
か りの専 門家か らなるシ ンポ ジウムを開 く。
2.外国人専 門家 の短期 招聴
諸外 国 との研究交流 を密 に し、東南 ア ジァ研究にお
ける各 国の最新 の成果を とり入れ るため、1967年度 に
は、約4名 の外 国人専 門家 をまね く予定 である。
3.東南 ア ジア研究 センターか ら専門家の欧米 派遣
1967年4月に、岩村 所長は、 日米民間人会議 出席 を機会 に、 フォー ド財団、
でンデ ィァナ大学 な ど関係機関 を訪問す る。
8月 ミシガ ン大学 で開催 され る第27回東洋学 者会議 には、 パネ リス トとして
本岡武教授(東 南 ア研)を 派遣 す る。
図書資料整備事業
1967年度予算で、 センターに資料部の設置が認め られた。 これ を機会 に、H
RAF室 の整備 と資料室の充実 とに、い っそう努力 したい。
出 版 事 業
1967年度 は、ReportsonResearchinSoutheastAsia10冊、Symposium
Series2冊、東南 ア ジア研 究 双 書2冊 、季刊誌r東 南 アジア研究」第5巻 第
1～5号、r東 南 アジア研究 センター所報 』邦 文、 英文各1冊 、計21点の出版を
計画 してい る。
建 物 新 築
1967年度予算 で もって、東南 ア ジア研究 センターの オフ ィスの新築が認 めら
れ た。 本年 度内に延 約1,000m2の建物 が京 都大学本 部構 内に新築 され る予定
で あ る。




門と資料部門とが認められ、センターは2部 門1資 料室とい う構成になって、
オフィスも新築されるはこびとなった。 この組織を十分に生かすとともに、東



























































































上 山 安 敏

































































薬 学 部 教 授
教 授
助教授









































































































教 授 農博 川 口 桂三郎
教 授 農博 乗 原 正 信
教 授 農博 赤 井 重 恭
教 授 農博 上 坂 章 次
教 授 農博 三 井 哲 夫
教 授 農博 四手井 綱 英
教 授 農博 赤 藤 克 己
教 授 農博 長谷川 浩
教 授 農博 西 川 義 正
教 授 農博 沢 田 敏 男
教 授 農博 冨士岡 義 一
教 授 農博 原 田 浩
教 授 農博 高 橋 英 一・
教 授 ぞ診・9ンコ 貝 原 基 介yシン大)
教 授 西 口 猛
助教授 農博 田 中 正 武
助教授 農博 堤 利 夫
助教授 菊 地 泰 次
助教授 農博 細 井 寅 三
助教授 農博 南 勲
助教授 阿 部 亮 耳
助教授 農博 松 尾 嘉 郎
助教授 亀 谷
助教授 佐 伯 浩
助教授 北 村 貞太郎
助教授 飯 島 茂
助 手 京大農博 河 津 一.・儀
助 手 京大農博 久 馬 一 剛
助 手 京大農博 小 林 達 治
助 手 荻 野 和 彦
助 手 海 田 能 宏
助 手 古 川 久 雄
助 手 渡 辺 弘 之
教 授 柴 田 実
教 授 農博 山 下 孝 介
教 授 文博 藤 岡 謙二郎
教 授 久 米 頂 之
教 授 理博 吉 井 良 三
教 授 大 浦 幸 男
教 授 西 村 睦 男
教 授 平 野 実
助教授 安 藤 昭 一
助教授 尾 崎 雄二郎
教 授 理博 水 渡 英 二
助教授 文博 日比野 丈 夫
助教授 吉 田 光 邦
助 手 船 越 昭 生
助 手.石 毛 直 道
教 授 医博 長 石 忠 三
教 授 医博 内 藤 益 一
助教授.医 博 寺 松 孝
助教授 医博 前 川 暢 夫
講 師 医博 佐 川 弥之助
教 授 農博 満 久 崇 麿
教 授 農博 北 尾 弘一郎
教 授 農博 貴 島 恒 夫
教 授 農博 山 田 正
助教授 農博 木 村 良 次




























































所 属 職 名 氏 名 研 究 題 目
木材研究所 助教授 農博 西 本
助教授 農博 角 谷
助教授 京大農博 佐々木







































































高 田 雄 次
長 尾 正 志
井 上 豊
松 井 千 秋
鈴 木 有
竹 内 篤 雄
古 谷 尊 彦
医博 東 昇
医博 松 本 清



































学 外 研 究 参 加 者 名 簿
所 属 職 名 氏 名 研 究 題 目
東京大学東洋文化研究所 講 師 築 島 謙 三







































































教 授 京大法博 神 谷 不 二
教 授 京大農博 佐 藤 孝
東海大学文学部
〃
























(文 学部長京大名誉教授)姻 足 利 惇 氏 繭 アジア・おけるイ・・的螺
講 師 酒 井 敏 明 東南アジアの人交地理
22










藤 吉 慈 海
口 羽 益 生
京都薬科大学 講 師 京大薬博 布 藤 昌 一







京継 業大学鞭 部(京難 難 授)舗 上 田 弘郷 繭 ・ジアにおけ・竹林の生態学的研究







































































東 南 アジア 研究セ ン タ ー既 刊行 物 リス ト
1967年6月30日現在
1季 刊 「東 南 アジ ア研 究 』(1963年6月発 刊)
第1巻 第1号 ～第5巻 第1号(通 巻19号)














V東 南 ア ジ ア研 究 双 書(1966年4月 発 刊)















(以下 「管理委員会」とい う。)を 置く。
第二条 管理委員会は,東 南アジア研究セソター(以下









































































二 人文 ・社会科学部 人:文・社会科学的調査研究の
立案1実 施および連絡調整に関すること。


































学部 ・教養部 ・研究所 な ど
東南アジア研究セソター管理委員会 委 員長 ・副委員長
研究担当教官
京都大学総長 専 任 教 官
運営委員会 .総 務 部




自 然 科 学 部
主任 ・副主任
主任 ・副主 任



















薬 学 部 長
法 学 部 長
文 学 部 長
教 育 学 部 長
経 済 学 部 長
理 学 部 長
医 学 部 長
工 学 部 長
農 学 部 長
教 養 部 長
人文科学研究所長
防 災 研 究 所 長
東南アジァ研究セン
ター所長
庶 務 部 長
経 理 部 長
上尾庄次郎
長 濱 政 壽
大 山定 一













所長 人文科学研究所教授 岩 村 忍(社 会科学部主任)
委員 文 学 部 教 授 泉井 久之助
ク 教 育 学 部 教 授 相 良 惟 一(総務部副主任)
〃 法 学 部 教 授 猪 木 正 道(社会科学部副主任)
・ 法 学 部 教 授 溜 池 良 夫
"理 学 部 教 授 芦 田 譲 治(自然科学部主任)
〃 医 学 部 教 授 藤 原 元 典
〃 医 学 部 教 授 美濃 口 玄
〃 医 学 部 教 授 西 占 貢
・ 薬 学 部 教 授 木 島 正 夫
〃 工 学 部 教 授 瀧 本 清
〃 農 学 部 教 授 四 手井綱 英(自然科学部副主任)
〃 農 学 部 教 授 川 口桂 三郎
〃 教 養 部 教 授 吉 井 良 三
"結 核胸部疾患研究所 内 藤:益 一教授
"防 災 研究所教授 山 口 真 一
〃 峯壷薮漫ア研究セン 本 岡 武
(1967年6月30日現在)






1タ イ地域 調査 …
2マ レー シ ァ 地 域 調 査 ・







H研 究例 会 ・
III調査研究計画のための予備調査
N バ ンコ ク連絡事 務所
養成事業
交流事業
図 書資料整備事 業 ・
出版事業
1967年度事 業の 展望 ・
調査 研究 事業 ・
1現 地 調査
n第第2期 計画の ための 予備 調査
養成事業
交流事業




東南 アジァ研究 セ ンター研究 担当 教官 名簿 …
東南 ア ジァ研究 セ ンター学外 研究 参加者 名簿
東南 アジァ研究 セ ンター刊 行物 リス ト…… …
東南 アジァ研究 セ ンター にかんす る規程 ……
東南 ア ジァ研究 セ ンター管理 委員 合名簿 ……
東南 ア ジア研究 セ ンター 運営委 員 会名簿 ……
京都大学 東南 ア ジァ研 究セ ンター
京都市 左京区 吉 田下 阿達町14
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表皿
表紙:カ レン族 の少女
